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注意事項 

本書を必ずよく読み、ご理解された上でご利用下さい 
z 本商品 PROM401F をご利用になる前には必ず取扱説明書をよく読んで下さい。また、本取扱説明書は必ず保管し、使用上不

明な点がある場合は再読し、よく理解して使用して下さい。 
z この取扱説明書は株式会社北斗電子製 PROM401F 本体の使用方法及び付属ソフトについて説明するものであり、ユーザー

システムは対象ではありません。 
z PROM401F は指定するＰＲＯＭやルネサス エレクトロニクス株式会社製 Flash 内蔵マイコンへのプログラム書込、読込、編集

を行う為のプログラムライタです。この目的以外でのご利用は堅くお断りします。 
z PROM401F のデザイン・機能・仕様は性能や安全性の向上を目的に予告なく変更することがあります。取扱説明書内の図は

実物と異なる場合もあります。 
z 本 PROM401F 取扱説明書及び製品は著作権及び工業所有権によって保護されており、全ての権利は弊社に帰属します。取

扱説明書の無断複写・複製・転載はできません。 
z 弊社は安全にご利用頂く為に検討・対策を行っておりますが、潜在的な危険・誤使用については全てを予見できません。この

取扱説明書に記載されている警告が全てではありませんので、お客様の責任で理解・判断し正しく安全にご利用下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆限定保証 
弊社は PROM401F が頒布されているご利用条件に従って製造されたもので、材料・仕上げに欠陥がないことを保証致します。

PROM401F の保証期間は購入頂いた日から 1 年間です。 
◆免責事項 
z 火災・地震・第三者による行為その他の事故により PROM401F に不具合が生じた場合 
z お客様の故意・過失・誤用・異常な条件でのご利用によって PROM401F に不具合が生じた場合 
z PROM401F 及び付属品へのご利用方法に起因した損害が発生した場合 
z お客様によって PROM401F 及び付属品へ改造・修理がなされた場合 

弊社は特定の目的･用途に関する保証や特許侵害に対する保証等、本保証条件以外のものは明示・黙示に拘わらず一切保証

致しません。また、直接的・間接的損害金もしくは欠陥製品や製品の使用方法に起因する損失金・費用には一切責任がありませ

ん。損害の発生についてあらかじめ知らされていた場合でも保証致しません。 

PROM401F は「現状」で販売されているものであり、使用に際してはお客様がその結果に一切の責任を負うものとします。弊社

は使用または使用不能から生ずる損害に関して一切責任を負いません。 
保証は最初の購入者であるお客様ご本人にのみ適用され、お客様が転売された第三者には適用されません。よって転売による

第三者またはその為になすお客様からのいかなる請求についても責任を負いません。 
 
 
 
 
 

別売 

変換用ソケットアダプタ ＲＭシリーズ 
One Time 及び Flash 内蔵のＣＰＵを３２Ｐ・２８Ｐへ変換 
 
 
CPU 型名・パッケージ・電圧仕様別となっております 
お気軽にお問合せ下さい 

support@hokutodenshi.co.jp 
 
 

警 告 
以下の警告に反する操作をされた場合、PROM401F 本体ＲＯＭの破壊・発煙･発火の危険があります。ＲＯＭ

内のプログラムを破壊する場合もあります。 
１． PROM401F ソケット上のＲＯＭ抜き差しは本書、ＬＥＤの点灯状況を確認して行って下さい。 
２． PROM401F は必ず付属のＡＣアダプタにてご利用下さい。付属ＡＣアダプタは海外ではご利用頂けません。
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概  要 

� 特徴 

「PROM401F」は小型軽量でありながら多種多様なＲＯＭを１台でサポートする高機能ＲＯＭライタです。

コントロールソフトはＷｉｎｄｏｗｓ９５／９８／２０００／ＸＰ日本語環境にてご利用頂け、MOT ファイルの読

込・書込・編集が行えます。 

� 仕様 

ＰＣ動作環境 ＯＳ･･･Ｗｉｎｄｏｗｓ９５／９８／２０００／ＸＰ日本語版 
 ＰＣ・・・ＤＯＳ/Ｖ機及びＰＣ９８機 
ＰＣインターフェイス ＲＳ２３２Ｃシリアルポート（ストレートケーブル使用） 
本体電源 ＡＣ１００V アダプタ（付属） 
ターゲット ＥＰＲＯＭ（２７Ｃ２５６・２７Ｃ１０１・２７Ｃ４００１）または互換ＯＴＰ 
 フラッシュメモリ２８Ｆ１０１ 
 ルネサス エレクトロニクス製 One Time ＣＰＵ （別売 北斗電子製ソケットアダプタにて対応） 
 ルネサス エレクトロニクス製 Flash 内蔵 ＣＰＵ （別売 北斗電子製ソケットアダプタにて対応） 
 ※３Ｖ仕様ＣＰＵについて 
 北斗電子製ソケットアダプタにて「F-ZTAT5V」を選択して書込み可能です 
 必ず、北斗電子製ソケットアダプタをご利用戴きます様ご確認下さい 
 ※ユーザブートマットへの書込みが可能です 
  ＊詳細は別表「北斗電子 ソケットアダプタ一覧」をご確認下さい 
操作可能ファイル モトローラＳフォーマット（＊.MOT） 
本体ケース寸法 ８９×１３４×３６ｍｍ 
重量 ２６０ｇ 

� 製品内容 

PROM401F 本体  1 台 
ＡＣ１００V 電源アダプタ 1 個 

※HAP-7D03 
付属コントロールソフトＣＤ １枚 
取扱説明書（本紙） 1 部 
 

接続図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご用意頂く RS232C ストレートケーブルの信号名 

全結線 
ストレートタイプ 
 
ライタ側 
ＤＳＵＢ25P 
オス 
 
 
 

＜付属のＡＣ電源アダプタについて＞ 
{ 消耗品として別売品があります 
{ 国内仕様ですので海外ではご利用になれません 
{ 附属品以外のＡＣアダプタは本体・ＣＰＵを破損する

場合がありますので、使わないで下さい 

■ 

ＰＣ 

コントロールソフト CＤ

PROM401F 

ＡＣ電源アダプタ ＲＳ２３２Ｃ 
ストレートケーブル

ROM ソケット 

DOS/V series with 9 pins onnector
 ＰＣ PROM401F 
 9pins   25pins 
 2 2 

 3 3 

 4 4 

 5 5 

 6 6 

 7 7 

 8 20 

PC9801with 25 pins connector 
 ＰＣ PROM401F
 25pins  25pins 
 1 1 

 2 2 

 3 3 

 4 4 

 5 5 

 6 6 

 7 7 

 20 20 
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各部名称と説明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

� 本体ＬＥＤの点灯について 

● 「BUSY」…ＲＯＭソケットに電圧が加わっている時に点灯 

● 「ＶＰＰ」…ターゲット書込／消去電圧が供給されている時に点灯 

● 「ＲＸＤ」・「ＴＸD」…ターゲットとのデータの送受信を行っている時に点灯 

● 「ＲＤ」…ターゲットからのデータの読込時に点灯 

● 「ＷＲ」…ターゲットへのデータの書込時に点灯 

● 「ＥＲＡＳＥ」…フラッシュメモリの消去時に点灯 

● 「POWER」…本体への電源供給・PC 接続後、コントロールソフト起動時に時に点灯 
※ 消去確認時・・・ＲＤ点灯、ＴＸＤ・ＲＸＤ点滅   ※ベリファイ時・・・ＲＤ、ＶＰＰとＢＵＳＹ点灯 

� ROM タイプＬＥＤの点灯について  
※書込み電圧３Ｖ仕様の

Flash 内臓 ＣＰＵについて

は、北斗電子製ソケットア

ダプタで「５ＶF-ZTAT」を選

択して書込みを行います。

必ず北斗電子製ソケットア

ダプタにてご利用下さい。 
 
 

※ F-ZTATTM
は、Flash 内蔵の CPU 

注）5VF-ZTAT のユーザブートマット（UserBootMat）は、一部のＣＰＵでの通常の ROM エリア（ユーザマット）とは別個の

ユーザブート用プログラムを書込む為のエリアとなります 

� コントロールソフトのインストールにあたって 

インストール時に日付の古い同名のファイルがあった場合には上書きの確認が表示されます。ソフトの安定し

た動作の為には、インストールディスク内のファイルを推奨致しますが、既にご利用のアプリケーションソフトへ

の影響につきましては十分ご留意頂きたく宜しくお願い申し上げます。上記ファイルへの上書きをされない場合

には本コントロールソフトの動作は保障されません。 

画面表示ＲＯＭタイプ 対応ＲＯＭ 本体上ＬＥＤ点灯 
２７Ｃ２５６（ノーマル） 27C256 互換 UV-EP・OTP 256 
２７Ｃ２５６（高速） 27C256 互換 UV-EP・OTP 256 
２７Ｃ１０１ 27C101 互換 UV-EP・OTP 101 
２７Ｃ４００１ 27C4001 互換 UV-EP・OTP 401 
２８Ｆ１０１ 28F101 互換フラッシュメモリ FLASH と 101 
５ＶＦ－ＺＴＡＴ F-ZTATTMCPU 書込電圧 5V FLASH のみ 
５ＶＦ－ＺＴＡＴ UserBootMat F-ZTATTM

 User Boot Mat 注 FLASH のみ 

ＲＯＭソケット 
ＲＯＭ固定バー 

ＲＯＭはＧＮＤを合わせて置

き、バーを下げて固定します 
 
 
 
 
 
 
注：ＲＯＭの着脱は必ずレバー

を立てた状態で行って下さい 

ＧＮＤ

３２ピン ２８ピン 

ＲＳ２３２Ｃケーブル 
（ストレート） 

ＡＣ電源アダプタ 
コンセント 

F 
注意！ 
ＲＯＭの抜き差しは、ＲＯＭの破損を避け

る為「ＢＵＳＹ」ＬＥＤ消灯時に行って下さい
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準  備  －コントロールソフトのインストール－ 

ご利用のＰＣ環境によって下記と異なる場合がございます。詳細は Windows マニュアルをご参照下さい。 
① 付属ＣＤをＣＤドライブへ挿入しエクスプローラを起動して

ＣＤドライブを選択、「setup.exe」インストーラをダブルク

リックで起動します。 
MDAC インストールが表示された場合は右記の操作が必要です 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 画面表示を確認し、順次「次へ」をクリックします 

 

 
 
③ ソフトのインストール先のフォルダを選択し、「次へ」をク

リックします 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
④ 確認画面が表示されますので、「次へ」をクリックするとインストールが開始され、完了表示がされてインストールが完了します。

「閉じる」を選択します。 
 

右の再起動を促す画面が表示

された場合は、再起動後にコン

トロールソフトを起動して下さい 
※インストールエラー等 
ご不明な点は弊社サポート 
宛にお問い合わせ下さい 
support@hokutodenshi.co.jp 

 

 

ダブルクリック 

MDAC インストールが必要な場合 
下記のメッセージはシステム内に MDAC(Microsoft Data Access
Components)が無く、インストールが行えない場合に表示されます。

OK をクリック後、ＣＤ内「Mdac_typ.exe」のインストールをされた上

で、再度①の setup.exe の起動を行って下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜MDAC インストール手順＞ 
step1  
「Mdac_typ.exe」をダブルクリックで起動、仕様許諾契約書画面下部

「はい、使…」チェックボックスをチェックした後、次へをクリックします。

step2  
画面に従いインストールが進み、再起動画面が表示されますので確

認後完了をクリック、再起動します。 

デフォルトを変更する場合は

「参照」をクリックし、希望のデ

ィレクトリを表示させて下さい 

PROM401F
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基本操作 

� ＲＯＭ書込みの基本手順 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

� コントロールソフトの起動 
起動時の画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
通信・操作の状況はこちらのステータスバーに表示されます 
 
 

� ファイルの操作 

メニューバーのファイルから新規作成・開く・閉じる・保存・挿入読

込が可能です 
ファイル⇒開くを選択すると下記の画面が表示されます 
 

※ 選択ファイル内は、右端の↑・↓ボタンによりスクロール可能です 
※ ファイル内の任意の場所をクリックし、キーボードのカーソル移動キーでも移動が可能です 
※ 編集…カーソルのある行を選択し、デシマル・ヘキサでのデータの編集が行えます 
※ ジャンプ…ヘキサアドレスを指定し、指定番地行からの表示へジャンプできます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「新規作成」 

空白のファイルを開くことができます（全てＦＦデータになります） 

  

 

本
体
と
Ｐ
Ｃ
を
接
続 

フ
ァ
イ
ル
の
読
込 

本
体
へ
の
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
接
続 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ソ
フ
ト
起
動 

Ｒ
Ｏ
Ｍ
タ
イ
プ
の
設
定 

Ｒ
Ｏ
Ｍ
消
去
の
確
認 

Ｒ
Ｏ
Ｍ
へ
の
書
込 

（ベ
リ
フ
ァ
イ
） 

本
体
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
接
続 

断 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ソ
フ
ト
の
終
了 

本
体
と
Ｐ
Ｃ
の
接
続 

断 

編集操作画面 

ジャンプ操作画面 

※本体・・・ＰＲＯＭ４０１Ｆ

こちらのメッセージが表示される場合は

接続状態をご確認下さい 
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「開く」 

操作ファイルの選択（ファイルロード）を行います 
 

＜オフセット設定＞  
開始位置を１６進数値で設定します 

※オフセットは負の設定も可能です 
※アドレス情報を持たないバイナリ形式ファイル 
  では無効です 

 
 
 
 
 

「上書き保存」 

画面操作をそのまま保存します（選択範囲オフセット設定可） 

「名前を付けて保存」 

画面操作を別名ファイルで保存します（選択範囲オフセット設定可） 

＜選択範囲オフセット設定＞  
スタートアドレスとエンドアドレスで選択範囲の指定を、 
オフセットアドレスで保存先位置の指定が可能です 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

※オフセットは負の設定も可能です 
※アドレス情報を持たないバイナリ形式ファイルでは無効です 

 
 

「閉じる」 

選択ファイルを閉じます（保存は行いません） 

「挿入読込」 

現在表示されているファイルの指定の位置へ別なファイルを「挿入」し、複数のファイルの結合が可能

です   （オフセット設定画面が表示されます） 
 

Start  
Address 

End  
Address 

Offset 
Address 
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� ＲＯＭへの操作 

 

  

 ＲＯＭタイプの選択 

操作対象ＲＯＭのタイプを選択します 
◆３Ｖ仕様 Flash 内蔵 CPU◆ 

北 斗 電 子 製 ソ ケ ッ ト ア ダ プ タ に て 、

F-ZTAT5V を選択して書込みが可能です。

必ず北斗電子製ソケットアダプタにてご利

用下さい。 
※ 高速…高速高性能書込アルゴリズムでの書込 

 
 
◆256KB を超えるＲＯＭ容量の Flash 内蔵 CPU◆ 

２５６ＫＢを超える Flash 内蔵タイプＣＰＵへは弊社ソケットアダプタでの書込み時、ご利用のアドレスによってソケットアダプタ

上のスイッチ切り替えが必要です。Low 側より開始し、High 側のアドレスへ移行する際は処理が中断され、メッセージが表

示されます。その他の操作では、ご利用のアドレスに留意され、適宜切り替えてご利用下さい。 
Low 側 H’00000～H’3ffff 256KB まで High 側 H’40000～H’7ffff 超 256KB 

読込 

ＲＯＭからＰＣ上（バッファ）へデータを読込ます。アドレスモードの選択と選択範囲オフセットが設定可能です 
 

＜アドレスモード付き選択範囲オフセット設定＞  
選択範囲オフセット設定   
スタート・エンドアドレスで選択範囲の指定を、オフセットアドレスで読込先位

置の指定が可能です 
※オフセットは負の設定も可能です 
※アドレス情報を持たないバイナリ形式ファイルでは無効です 

アドレスモード設定 
偶数・奇数での指定を行うと、実際に書かれるデータアドレスは指定したアドレスの１／２番地となります 
偶数モード…偶数番地にあるデータを詰めてＲＯＭへ書込み、またはＲＯＭから読み取ったデータを偶数番地へ（１番地おきに）配置します 

８ビットデータ幅のＲＯＭを１６ビットデータ幅の片方として使用する場合に奇数と組み合わせて使用します 
奇数モード…奇数番地にあるデータを詰めてＲＯＭへ書込み、またはＲＯＭから読み取ったデータを偶数番地へ（１番地おきに）配置します 

８ビットデータ幅のＲＯＭを１６ビットデータ幅の片方として使用する場合に奇数と組み合わせて使用します 
 例    ＰＣ上バッファ 偶数（ＲＯＭ上） 奇数（ＲＯＭ上）  
 アドレス データ アドレス データ アドレス データ 
 ００００ ０１ ００００ ０１ ００００ ０２ 
 ０００１ ０２ ０００１ ０３ ０００１ ０４ 
 ０００２ ０３ ０００２ ０５ ０００２ ０６ 
 ０００３ ０４ 
 ０００４ ０５ 
 ０００５ ０６ ※この場合、Offset Address も１／２番地となりますのでご留意下さい 

画面表示ＲＯＭタイプ 対応ＲＯＭ 本体ＬＥＤ点灯

27C256(ﾉｰﾏﾙ) 27C256 互換 UV-EP・OTP 256 
27C256(高速) 27C256 互換 UV-EP・OTP 256 
27C101 27C101 互換 UV-EP・OTP 101 
27C4001 27C4001 互換 UV-EP・OTP 401 
FLASH 28F101 28F101 互換フラッシュメモリ FLASH と 101

書込電圧５Ｖ F-ZTATTMCPU 5VF-ZTAT 
書込電圧３.３Ｖ F-ZTATTMCPU 注 

5VF-ZTAT UserBootMat 書込電圧５Ｖ F-ZTATTMCPU の 
ユーザブートマット 

FLASH のみ 

※F-ZTATTM
は、Flash 内蔵の CPU            注 北斗電子製ソケットアダプタでのご利用が必須です
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書込み 

ＰＣ上（バッファ）からＲＯＭへデータを書込みます 

● 書込みは対象アドレスの全メモリセル上の  ビットが１であ

ることが前提です 

● ＲＯＭ上データが全てＦＦｈでなければ未消去状態としてエラ

ーになります 

● 読込みと同様にアドレスモード付き選択範囲オフセット設定

が可能です 

＜切り替えスイッチメッセージについて＞ 
２５６ＫＢを超える Flash 内蔵タイプＣＰＵへ、弊社ソケットアダプタにて

書込みを行う場合、ご利用のアドレスによってソケットアダプタ上のス

イッチ切り替えが必要です。Low 側より開始し、High 側のアドレスへ移

行する際は処理が中断され、メッセージが表示されます。その他の操

作では、ご利用のアドレスに留意され、適宜切り替えてご利用下さい。 

ベリファイ 

ＰＣ上（バッファ）データとＲＯＭのデータを比較・検査します 
 ※０ｈ側より比較し、不一致があった時点で停止し

てメッセージを表示します 

● 読込みと同様にアドレスモード付き選択範囲オフセット設定

が可能です 

＜切り替えスイッチメッセージについて＞上記ご参照下さい 
 
 

消去 

電気的な消去の可能なＲＯＭ上のデータを消去します 

● 消去後のＲＯＭは全領域ＦＦｈとなっています 

● ２７Ｃ２５６・２７Ｃ１０１・２７Ｃ４００１を選択した場合は、「消去」を選択できません 

● ＵＶ－ＥＰ・ＯＴＰの消去方法はそれぞれの使用手順に従って消去して下さい 

● フラッシュメモリの消去には若干の時間がかかります 

● フラッシュメモリ消去中に電源を切った場合はＲＯＭを破損する恐れがあります 

消去確認  

選択したＲＯＭタイプのメモリサイズで指定されたエリアのデー

タ消去を確認します（ＲＯＭ指定領域ＦＦｈ） 

書込み＆ベリファイ 

ＲＯＭへの書込後、書込内容を比較・検査し、０ｈ側より比較し、

不一致があった時点で停止してメッセージを表示します 

消去＆書込み＆ベリファイ 

ＲＯＭ上データの電気的消去後、書込→比較・検査を行います 

強制書込み 

ＲＯＭ上のデータ有無に関わらず書込みを行いますので、パッチ

当てとして利用できます 

● 通常のＲＯＭでは１（消去状態）になっているビットを０にするこ

とはできますが、０を１にすることはできません 

● 読込みと同様にアドレスモード付き選択範囲オフセット設定が

可能です 

Low 側 H’00000 ～ H’3ffff 256KB まで 

High 側 H’40000 ～ H’7ffff 超 256KB 

Low 側 H’00000 ～ H’3ffff 256KB まで 

High 側 H’40000 ～ H’7ffff 超 256KB 
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  パッチ当てについて 

通常ＲＯＭにかかれたデータの変更は全領域消去後全領域書込みを行いますが、変更するデータが数バイトで、次の条件

式を満たす場合にはＲＯＭ消去をせずに強制書込みで済ませることが可能です 
① ビット１を０にできますが、０を１にできません 
ＲＯＭではビット「１」の’FF 状態が消去状態となります。消去状態（「ビット１」）を他のもので上書きすることは可能ですが、データが書かれ

た状態（「ビット０」）を消去状態にすることはできません。 

② パッチ当ての条件式にあてはまること 
ＲＯＭ上の変更したいデータと書き込もうとするデータ内容の論理積が書きこもうとするデータと同一でなければなりません。データ（例 

‘82h）を 2 進法で表記した場合に（10000010）置き換えを行いたいＲＯＭ上のデータと書き込むデータを比較した場合、①と同様に０→１

に該当する桁が１つでもあると不適切となります。 

条件式…書込もうとしているデータ＝ＲＯＭ上で変更したいデータ AND（論理積）書込もうとしているデータ 

 
可能例 ＲＯＭ上のデータ＝３Ｆｈ、 
  書込もうとしているデータ＝２７ｈ 
    ３Ｆｈ ００１１１１１１ 
   AND) ２７ｈ ００１００１１１ 
    ２７ｈ ００１００１１１ 

 不適切例 ＲＯＭ上のデータ＝７３ｈ、 
  書込もうとしているデータ＝８２ｈ 
    ７３ｈ ０１１１００１１ 
   AND) ８２ｈ １０００００１０ 
    ０２ｈ ００００００１０ 

     ＜パッチ当ての手順＞ 
ＲＯＭタイプ選択→ＲＯＭの全領域読込→データ変更→ＲＯＭ全領域へ書込→強制書込 
 
 

� 通信設定 

 通信設定 
ＣＯＭポートと通信速度を選択します 
（設定内容はステータスバーに表示されます） 
  通信速度 ４８００ｂｐｓ・９６００bps 

 １９２００bps・３８４００ｂｐｓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エラーについて 

◆書込時の消去エラー・タイムアウトエラー 
◆ベリファイ時のデータミスマッチエラー 

ＲＯＭソケット汚れや接触不

良による通信不具合が考え

られます 

ＲＯＭソケット及びＲＯＭの接触部分を

清浄されることをお勧めします 

◆通信エラー及び初期化エラー 
◆タイプＬＥＤ全消灯 

通信が中断しました 通信設定ウィンドウを開き、ＯＫをクリッ

クすることで解消します 
 
■◆■ご不明な点等ございましたら、弊社サポート宛お問合せ下さい 

support@hokutodenshi.co.jp 
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最新情報については弊社ホームページをご活用下さい 

URL： http://www.hokutodenshi.co.jp 
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